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○ 計画の期間

都市像　「創造、伝統、自然が織りなす
誇りあるまち　おぢや」

（基本構想・前期基本計画）決定

「
第
四
次
小
千
谷
市
総
合
計
画
」
が
１
月
17
日
貂
の
小
千
谷
市
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、
谷
井
靖
夫
会
長
か

ら
市
長
に
答
申
さ
れ
、
１
月
20
日
貊
の
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（平成18年度～22年度）
後期基本計画　

（平成23年度～27年度）

第四次小千谷市総合計画基本構想　　

前期基本計画　

　（平成18年度～27年度）

■ 復興計画との関係
小千谷市では、昨年7月に新潟県中越大震災から市民全員が復興するための
まちづくり計画として、平成26年度までを計画期間とする復興計画を策定し
ました。
当市にとっての当面の最大の課題は、震災からの復興にほかならず、復興
計画はその緊急性から総合計画に先行して策定されたもので、総合計画は復
興計画をふまえて策定しました。
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平成18年度からのまちづくり計画

第四次小千谷市総合計画

安
全
で
快
適
な
美
し
い
環
境
の
ま
ち

（
環
境
、
防
災
、
交
通
安
全
）

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
福
祉
、
健
康
、
医
療
）

活
気
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち

（
産
業
、
経
済
）

豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち

（
都
市
基
盤
）

人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち

（
交
流
、
市
民
参
加
）

計
画
推
進
の
た
め
に

人
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち

（
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
）

■基本理念ーまちづくりを進めていくうえで大切にしていく基本的な考え方です。
■ 都 市 像ー基本理念に基づいてめざす将来の小千谷市の姿です。

基 本 理 念

基 本 目 標

現 状 と 課 題

施 策 の 基 本 方 針

主 要 事 業

都 市 像

「市民のねがい」（昭和55年3月1日制定）

「創造、伝統、自然が織りなす誇りあるまち　おぢや」

●総合計画の構成
「市民のねがい」を基本理念とし、次のとおり体系づけながら構成しています。
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分野別基本方針と施策体系

■＝方針　　○＝施策
都市像を実現するために６つの分野で基本目標を定め、それぞれ必要な
方針と施策を掲げています。

■学校教育の充実
○幼児教育の充実
○小・中学校教育の充実　

○高等学校教育などの充実

■生涯学習の推進
○社会教育事業の充実
○人材の育成・活用
○青少年の健全育成

■文化の振興
○芸術・文化の振興
○文化財などの保存と継承

■スポーツ・レクリェーションの振興
○地域スポーツの振興
○体育施設の整備
○レクリェーション活動の環境整備

基本目標　１　

人を育み文化の香るまち
（教育、文化、スポーツ）

■安全な市民生活の確保
○災害に強いまちづくり　　　　　　　　　　
○交通事故と犯罪のないまちづくり　

■豊かな生活環境の整備　　
○自然環境との共生　　　　　　　　　　　　
○環境保全とごみ処理対策の推進　　

■快適な雪国生活の推進
○冬期間交通の確保　　
○雪国生活の充実　　　　　　　　　　　　　
○雪の資源的活用の促進　　

基本目標　2

安全で快適な美しい環境のまち
（環境、防災、交通安全）

■支えあう福祉社会づくり　
○子育て支援施策の充実　　　　　　　　　　
○障害者福祉の充実
○高齢者福祉の充実
○介護保険制度の推進

■健康づくりの推進
○健康づくり運動の推進
○心の健康づくりの推進

■医療体制の充実
○地域医療体制の充実
○医療基盤の整備促進

基本目標　3

健康で安心して暮らせるまち　　　
（福祉、健康、医療）
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■商業振興　
○中心市街地の活性化
○地域コミュニティの核としての商店街

■工業振興
○基幹産業と伝統産業の育成・強化
○企業誘致と人材確保
○独創性・創造性豊かな産業の育成
■就業機会の確保
○就業機会の充実と人材育成
○少子化対策に対応した労働環境の整備促進

■新時代農林水産業の確立
○農業生産基盤などの整備
○林業・内水面漁業の振興
○担い手農業者の育成
○中山間地域農業の確立
○農村生活環境の整備
■農村都市共生の推進
○都市との交流・共生の推進
○地域複合アグリビジネスの構築

基本目標　4

活気に満ちた産業のまち
（産業、経済）

■交流のネットワークの形成　　
○地域社会の国際化の推進　　　　　　　
○都市間・地域間交流の推進　

■地域活動と社会参加　
○市民との協働　　　　　　　　　　　　　
○社会参加活動の推進　　　　　　　　　　
○地域力を活かした地域活動の推進　　　　

■魅力ある観光資源の整備と誘客の推進
○観光資源の整備と自然とのふれあい　
○祭りやイベントの充実と観光客の誘致　

基本目標　6

人と人とがふれあうまち
（交流、市民参加）

○市民本位の行財政運営の推進

○効率的な広域行政の推進

○少子化対策の推進

○男女共同参画社会の実現　　　

計画推進のために

■うるおいのある都市空間の創出
○自然と調和した河川整備
○優良宅地の供給と公営住宅の整備　
○快適な公園整備と緑地の確保
■道路交通網の整備
○道路網の整備
○公共交通体系の充実
■都市ガス、上・下水道の整備
○都市ガスの整備
○上水道などの整備
○下水道などの整備

■地域情報化の推進　
○通信・情報網の整備　
○電子自治体の推進　
■土地利用の推進　　
○国土調査の推進　　　
○都市計画の推進　　　
○農業用地との調整

基本目標　5

豊かな自然環境と共生するまち
（都市基盤）

■問い合わせ／企画財政課
蕋83-3507

総合計画は、今後10年間の小千谷市の施策の基本
方針となるものです。復興計画とともに、この計画に
基づき「創造、伝統、自然が織りなす誇りあるまち
おぢや」をめざして、市民と行政の協働により、魅力
ある、元気あふれるまちづくりを進めます。

※協働とは、市民と行政それぞれが持つ特性と活動
を生かして、自主的な行動のもとによきパートナーと
して連携し、 みんなで力を合わせてまちづくりに取
り組むことです。
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新
潟
県
中
越
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、
住
宅
の
移
転
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
千
谷
地
内
で
予
定
し
て
い
る
宅
地
造
成
事

業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
28
日
貂
　
午
後
７
時
〜

◆
会
場
／
市
役
所
中
会
議
室
（
４
階
）

◆
対
象
者
／
住
宅
が
一
部
損
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
方
（
住
所
を
問
い
ま
せ
ん
）

◆
分
譲
価
格
／
坪
当
た
り
８
万
円
程
度
で
分
譲
す
る
予
定
で
す
。
市
内
に
住
所
を
有
し
、
住
宅
が
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半

壊
の
被
害
を
受
け
て
移
転
す
る
方
は
、
坪
当
た
り
７
万
円
程
度
で
分
譲
す
る
予
定
で
す
。

◆
分
譲
条
件
／
宅
地
分
譲
後
５
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
入
居
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
大
規
模
半
壊
以
上
の
場
合
は
、
３

年
以
内
に
入
居
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
蕋
83
・
３
５
０
６

住
宅
移
転
用
宅
地（
千
谷
地
内
）造
成
事
業
説
明
会
を
開
催

千
田
小
学
校

千
田
小
学
校 

千田中学校千田中学校 

千谷多目的千谷多目的 
集会センター集会センター 

千
田
小
学
校 

千田中学校 

千谷多目的 
集会センター 



千田小学校まで　　約350ｍ

千田中学校まで　　約400ｍ

すみれ保育園まで　約1.1Ｋｍ

小千谷市役所まで　約2.0Ｋｍ

千谷地内住宅移転用地

７　市報おぢや２月号



市
・
県
民
税
の
申
告

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
小

千
谷
市
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
原

則
と
し
て
市
・
県
民
税
の
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
に
市
・
県
民
税
申
告
書
を

郵
送
し
ま
す
が
、
送
付
さ
れ
た
方

で
も
、
以
下
の
方
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

②
平
成
17
年
中
の
収
入
が
１
カ

所
か
ら
の
給
与
の
み
で
、
勤

務
先
で
年
末
調
整
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
勤
務
先
か
ら
市

へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が

提
出
さ
れ
て
い
る
方

③
平
成
17
年
中
の
収
入
が
公
的
年

金
収
入
の
み
で
、
社
会
保
険

料
・
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除

を
受
け
る
必
要
の
な
い
方

所
得
税
の
確
定
申
告

●
事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
の

あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
方
な
ど
で
、
平
成
17
年
中
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎

控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
２,
０
０
０
万
円
を
超
え

る
方

●
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
お

り
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

が
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20

万
円
を
超
え
る
方

●
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
収
入
額
と
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方

税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

●
市
・
県
民
税
の
問
い
合
わ
せ
は
市
税
務
課
　
蕋
83
・
３
５
０
８

●
所
得
税
の
問
い
合
わ
せ
は
小
千
谷
税
務
署
　
蕋
83
・
２
０
９
３

市
・
県
民
税
、所
得
税
の
申
告
受
付
は
２
月
16
日
貅
〜
３
月
15
日
貉

8

2月16日貅～28日貂 

3月2日貅 
市役所税務課（２階） 

8月5日（火） 片貝総合センター 

市役所大会議室（４階） 
3月1日貉～15日貉 

午前8時30分～午後5時 

午前9時～午後4時 

 
  

 

※土、日曜日は除きます。 
※市・県民税申告書は支所・連絡所にも提出できます。なお、連絡所での 
申告出張相談は行いません。 

場　所 期　日 時　間 

市・県民税申告相談日程 

お願いー3月2日貅は、税務課職員が支所で受付を行うため、担当職員が少な
くなりますので、ご理解とご協力をお願いします。なお、小千谷税務署の確定
申告の受付は、サンプラザで行っています。

2月20日豺～24日貊 市役所大会議室（４階） 午前10時～午後3時 

※災害に伴う雑損控除の申告に関しては、この機会をご利用ください。 

場　所 期　日 時　間 

税理士会による無料申告相談 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人



確
認
く
だ
さ
い
。

再
発
行
は
長
岡
社
会
保
険
事
務

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

(

住
所
＝
長
岡
市
台
町
２-

９-

17

蕋
36
・
５
１
４
１)

○
国
民
健
康
保
険
税

○
介
護
保
険
料

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

介
護
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人

以
外
は
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

9 市報おぢや２月号

○
国
民
年
金
保
険
料

今
年
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
証
明
書
は
社
会

保
険
庁
か
ら
保
険
料
支
払
者
に

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

保
険
料
（
税
）
も
所
得
控
除
に

平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た

保
険
料
（
税
）
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。以

下
の
控
除
を
受
け
る
に

は
、
い
ず
れ
も
申
告
が
必
要

で
す
。要介護者も「認定書」「確認書」で

障害者控除・医療費控除の対象に

次のような方も、障害者（特別障害者）控除対象者に認
定されます。
①65歳以上で介護保険の要介護１、２
の方（障害者控除対象）
②65歳以上で介護保険の要介護３、４
及び５の方（特別障害者控除対象）
③身体障害者手帳等の交付を受けてい
る方（障害の程度により判断されます）
④前記①、②及び③と同程度と福祉事務所長（健康福祉課）
が認定した方
※③を除き障害者控除の申告をされる場合は、「障害者控除
対象者認定書」が必要となります。
健康福祉課蕋83-3517、高齢福祉課蕋83-4060にご相談
ください。
寝たきりの方でおむつを使用されている場合には、医

療費控除の対象となる場合があります。
この申告をされる場合は、「おむつ代に係る医療費控除

の証明事項確認書」が必要となりますので、高齢福祉課
(蕋83-4060)にご相談ください。

申告に持参いただくもの
●印鑑、筆記用具、電卓

●源泉徴収票

●申告者本人の口座番号のわかるもの

●各種控除に必要な証明書・領収書
（年末調整で控除していない社会保険料などの支払がわか
る書類、生命保険・損害保険支払証明書、集計済みの医
療費領収書など）

●その他必要書類

国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
介
護

保
険
料
を
平
成
17
年
中
に
口
座
振

替
さ
れ
た
場
合
は
、
１
月
下
旬
に

お
送
り
し
た
「
口
座
振
替
収
納
済

通
知
書
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

国税庁ホームページをご利用ください
国税庁ホームページ「所得税の確定申告書作成コーナー」で作

成した申告書は税務署へ提出できます。

ホームページアドレス
http://www.nta.go.jp

自
書
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

確
定
申
告
は
、
職
員
は
相
談

に
は
応
じ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

に
ご
自
分
で
計
算
し
、
記
入
し

て
い
た
だ
く
「
集
合
指
導
」
を

中
心
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
待
ち
時
間
を
少
な
く

す
る
た
め
に
も
、
で
き
る
限
り

自
宅
で
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。
市
・
県
民
税
申
告
書
も
、

記
入
要
領
を
参
考
に
自
書
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
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予
算
の
執
行
状
況

平
成
17
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
当
初
２
０
６
億
１
０
０
０
万

円
で
し
た
。
そ
の
後
、
14
億
５
１

１
２
万
円
を
補
正
し
、
平
成
16
年

度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
２
０
８
億

４
０
１
１
万
５
０
０
０
円
と
合
わ

せ
、
12
月
末
で
４
２
９
億
１
２
３

万
５
０
０
０
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
繰
越
事
業
費
２
０
８
億
４
０

１
１
万
５
０
０
０
円
の
う
ち
主
な

事
業
費
は
、
施
設
な
ど
の
災
害
復

旧
事
業
１
４
８
億
４
３
９
万
５
０

０
０
円
、
被
災
家
屋
の
解
体
な
ど

に
伴
う
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
42

億
６
０
４
５
万
１
０
０
０
円
で
す
。

歳
入
予
算
の
う
ち
市
税
は
47
億

５
５
３
５
万
５
０
０
０
円
（
構
成

比
11
・
１
％
）
で
す
が
、
12
月
末

の
収
入
済
額
は
44
億
１
４
９
７
万

６
０
０
０
円
で
、
予
算
に
対
す
る

収
入
比
率
は
92
・
８
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
財
源
は
順
調
に
収
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
や
県
か
ら
の
負
担
金
・

補
助
金
は
対
象
と
な
る
事
業
の
実

績
に
よ
る
精
算
交
付
が
原
則
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、12
月
末
現
在

の
収
入
比
率
は
国
庫
支
出
金
で

２
・
８
％
、県
支
出
金
で
６
・
１
％

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
象

事
業
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
り
順

次
収
入
と
な
る
見
込
み
で
す
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
１
６

５
億
７
１
５
８
万
８
０
０
０
円
が

支
出
さ
れ
、
予
算
に
対
す
る
執
行

比
率
は
、
38
・
６
％
に
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご
と
の
予
算

額
や
執
行
額
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
、
広
域
事
務
組
合
会
計
に
つ

い
て
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
で
対
応
し
た
事
業

予
算
は
、
そ
の
年
の
施
策
を
定

め
た
も
の
で
す
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
災
害
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
市
で
は
補
正
予
算
を
組
ん
で
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

12
月
ま
で
に
補
正
し
た
予
算
額

は
合
計
14
億
５
１
１
２
万
円
で
主

な
も
の
は
災
害
公
営
住
宅
建
設
事

業
と
し
て
補
正
し
た
12
億
３
９
８

万
３
０
０
０
円
で
す
。

計
画
的
な
財
政
運
用

市
税
収
入
の
減
少
な
ど
、
市
の

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
を
計
画

的
、
効
率
的
に
執
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。

予
算
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
財
政
課

蕋
83
・
３
５
０
７

み
な
さ
ん
に
、
小
千
谷
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
２
月
と
８
月
に
「
財
政
状
況
」
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
17
年
度
予
算
の
12
月
末
現
在
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
執
行
し
ま
し
た
平
成
17
年
度
の
予
算

県 支 出 金  

国庫支出金 

市　　　税 

市　　　債 

地方交付税 

繰　越　金 

諸　収　入 

繰　入　金 

分担金及び負担金 

地方消費税交付金 

地方譲与税 

地方特例交付金 

そ　の　他 

0 50 100 150 200億 

収入済 未収入 

（単位：千円） 

区　分 

4,020,808

 予算額 収入済額 収入割合（%） 

市 税  

10,129,468 287,997 2.8

地 方 交 付 税  

11,637,251 705,371 6.1

市 債  

4,755,355 4,414,976 92.8

諸 収 入  1,708,601 126,044 7.4

県 支 出 金  

2,782,731 2,782,731 100.0

国 庫 支 出 金  

4,539,300 152,200 3.4

繰 入 金  

4,284,800

 

93.8

繰 越 金  

963,420 300,000 31.1

地 方 消 費 税 交 付 金  

712,878 163,517 22.9分 担 金 及 び 負 担 金  

410,000 308,007 75.1

地 方 譲 与 税  356,400 215,966 60.6

地 方 特 例 交 付 金  133,513 133,513 100.0

そ の 他  487,518 280,428 57.5

歳 入 合 計  42,901,235 13,891,558 32.4

一般会計歳入予算執行状況（繰越事業分を含む）

財政状況の公表
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・
・
用
語
解
説
・
・

【
歳
　
入
】

■
市
債

事
業
を
行
う
の
に
必
要
な
お
金

を
借
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

■
地
方
交
付
税

地
方
公
共
団
体
が
一
定
水
準
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で

す
。
そ
の
使
い
道
は
、
地
方
公

共
団
体
が
独
自
に
決
め
ら
れ
ま

す
。

■
国
庫
・
県
支
出
金

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
、
そ
の
使
い
道
が
決
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

■
繰
入
金

事
業
を
行
う
た
め
必
要
な
お
金

を
、
基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
て

一
般
会
計
の
財
源
と
す
る
も
の

で
す
。

■
繰
越
金

前
年
度
の
決
算
で
出
た
黒
字
や

前
年
度
の
決
算
に
お
い
て
あ
ら

か
じ
め
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い

る
お
金
で
す
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金

み
な
さ
ん
が
支
払
っ
た
消
費
税

の
内
、
一
定
の
基
準
で
小
千
谷

市
に
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
分
担
金
及
び
負
担
金

特
定
の
事
業
に
使
用
す
る
経
費

を
受
益
者
か
ら
徴
収
す
る
も
の

で
す
。

■
地
方
譲
与
税

国
が
徴
収
し
た
税
金
の
内
、
一

定
の
基
準
で
地
方
自
治
体
に
譲

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
地
方
特
例
交
付
金

恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
財
源
不

足
を
補
う
た
め
に
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
歳
　
出
】

■
公
債
費

市
債
を
発
行
し
た
と
き
に
決
め

ら
れ
た
条
件
に
よ
っ
て
、
元
金

の
返
済
や
利
子
の
支
払
い
に
使

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

0 50 100 150 200億 

災害復旧費 

衛　生　費 

土　木　費 

総　務　費 

民　生　費 

公　債　費 

教　育　費 

商　工　費 

農林水産業費 

消　防　費 

議　会　費 

労　働　費 

そ　の　他 
支出済 未支出 

（単位：千円） 

区　分 

2,287,275

 予算額 支出済額 支出割合（%） 

土 木 費  

5,785,692 2,537,372 43.9

民 生 費  

19,161,458 3,901,776 20.4

総 務 費  

4,543,801 1,476,380 32.5

教 育 費  1,464,071 990,255 67.6

災 害 復 旧 費  

2,069,992 1,140,088 55.1

衛 生 費  

3,602,865 2,191,746 60.8

商 工 費  

3,335,419

 

68.6

公 債 費  

1,440,844 1,228,829 85.3

消 防 費  

655,519 242,722 37.0農 林 水 産 業 費  

604,050 413,999 68.5

議 会 費  153,729 123,571 80.4

労 働 費  80,263 37,575 46.8

そ の 他  3,532 0 0

歳 出 合 計  42,901,235 16,571,588 38.6

一般会計歳出予算執行状況（繰越事業分を含む）

特別会計予算執行状況（繰越事業分を含む）

（単位：金額＝千円、割合＝％）

特別会計名 予算額 収入済額（割合） 支出済額（割合）

国民健康保険 3,095,530 1,870,108（60.4） 2,062,299（66.6）

老 人 保 健 4,339,636 2,822,551（65.0） 2,973,065（68.5）

下 水 道 6,608,138 1,979,198（30.0） 2,324,462（35.2）

農業集落排水 2,249,084 386,377（17.2） 586,931（26.1）

地域間交流センター 324,117 197,475（60.9） 189,841（58.6）

介 護 保 険

小千谷地域広域事務組合予算執行状況

（単位：金額＝千円、割合＝％）

区分 予算額 収入済額（割合） 支出済額（割合）

衛 生 分 986,495 753,254（76.4） 524,755（53.2）

消 防 分 626,793 488,429（77.9） 450,839（71.2）

企業会計予算執行状況（繰越事業分を含む）

（単位：金額＝千円、割合＝％）

会計名 収入
予算額 収入済額（割合） 支出

予算額

ガ ス 事 業 1,689,204 946,739（56.0） 2,202,096

水 道 事 業 1,449,038 601,835（41.5） 2,100,932

工業用水道事業 480,095 347,525（72.4） 636,965

支出済額（割合）

887,199（40.3）

494,067（23.5）

302,253（47.5）

合 計 3,618,337 1,896,099（52.4） 4,939,993 1,683,519（34.1）

2,880,994 1,937,969（67.3） 1,889,862（65.6）
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第 3 次 介 護 保 険 事 業計画

小
千
谷
市
で
は
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
３
次
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
小
千
谷
市
高
齢
者
保
健
福

祉
介
護
保
険
事
業
検
討
委
員
会
（
北
村
雄
哉
会
長
）
で
は
、
同
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
小
千
谷
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
こ

の
た
び
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

計
画
を
策
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、
今
後
の
審
議
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
く
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

【高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画とは】
基本計画の施策の体系に基いた施策内容を具体的に示した計画です。
平成18年度～20年度までの3年を計画年度としています。

●計画の理念
「ふれあい支えあい高齢者が健やかに

安心して暮らせる活力あるまちおぢや」
●基本目標

１　高齢者が生涯をいきいきと生活するための健康づくりを推進します。
２　高齢者の価値観やライフスタイルに応じた生きがいづくりを支援します。
３　高齢者が住み慣れたところで、安心して自立した生活ができる地域づく

りを支援します。
４　高齢者が自分らしく生きられるよう、自らの選択に基づく必要な支援を

提供できる基盤づくりを促進します。
５　活力ある高齢社会を目指し、高齢者が社会参加できる環境づくりを支援

します。
６　地域社会と協働し、市民全体で支える社会づくりを推進します。

ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画施策の体系
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高 齢者保健福祉計画・

市 民 の み な さ ん の

ご意見の募集についてご案内します
（パブリックコメント）

■募集期間／2月10日貊～20日豺の11日間　
■計画の閲覧方法／
●閲覧場所
市役所（市民ホール）、片貝総合センター、連絡所、健康センター、市民会館、図書館、
総合体育館、グリーンヒル白山、勤労青少年ホーム、ガス水道局、総合福祉センター　
「サンラックおぢや」、地域福祉センター「みなみ」、子育て支援センター「わんパー
ク」、総合産業会館「サンプラザ」、地域間交流センター「ちぢみの里」、小千谷郵便局、
小千谷総合病院、魚沼病院、小千谷さくら病院、ＪＡ越後おぢや（本支店）、小千谷商工
会議所、在宅介護支援センター、介護保険事業所（通所・入所施設）

●その他
インターネットの市のホームページからもご覧いただけます。
小千谷市ホームページＵＲＬ:http//www.city.ojiya.niigata.jp/

■提出方法／
住所、氏名（法人その他の団体にあっては名称と代表者氏名）、電話番号を記入のうえ、
次のいずれかの方法で提出してください。
なお、提出されたご意見は、個人情報を除き原則公開します。
（電話による意見の受付と回答はしません）
①持参
②郵送　〒947-8501 （住所記載不要）
小千谷市高齢者保健福祉介護保険事業検討委員会事務局あて
③ファクシミリ　0258-83-4160
④電子メール　kourei@city.ojiya.niigata.jp

■問い合わせ／
小千谷市高齢者保健福祉介護保険事業検討委員会事務局
高齢福祉課介護保険係　蕋83-4060



小
千
谷
市
民
に
は

こ
ん
な
危
険
が
・
・
・

健
診
結
果
（
表
）

基
本
健
康
診
査
の
結
果
、
脂

質
代
謝
異
常
は
50
％
を
超
え
、

高
血
圧
、
糖
代
謝
異
常
、
肥
満

と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

14

ム
の
要
因
と
な
る
も
の
が
続
い

て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
特
に
男

性
に
多
く
、
脂
質
代
謝
異
常
や

糖
代
謝
異
常
に
お
い
て
は
ど
の

年
代
に
お
い
て
も
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
肥
満
は
男
性

で
は
40
歳
以
下
の
若
い
世
代
と

50
、
60
歳
代
の
働
き
盛
り
に
、

女
性
で
は
60
、
70
歳
代
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

生
活
の
便
利
さ
で

生
活
習
慣
病
が
増
加

コ
ン
ビ
ニ
の
増
加
や
ス
ー
パ

ー
の
営
業
時
間
の
延
長
な
ど
で
、

平成17年度　基本健康診査結果 
60.0 

50.0 

40.0 

30.0 

20.0 

10.0 

0.0
肥
満
 

（
糖
代
謝
） 

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
C

随
時
血
糖
 

尿
糖（
±
）以
上
 

（
腎
機
能
） 

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
 

尿
蛋
白
尿
潜
血
 

貧
血
 

肝
機
能
 

脂
質
代
謝
 

眼
底
検
査
 

心
電
図
異
常
 

高
血
圧
 

境
界
域
高
血
圧
 

男 
女 

い
つ
で
も
食
べ
物
が
手
に
入
り
、

時
間
の
な
い
生
活
の
中
、
簡
単
に

済
ま
せ
ら
れ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
や

惣
菜
な
ど
の
利
用
も
多
く
な
り
、

脂
肪
や
糖
分
の
摂
取
量
が
増
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
自
動

車
を
利
用
す
る
人
が
多
く
、
体
を

動
か
す
こ
と
が
減
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
「
規
則
正
し
く

３
食
食
べ
る
」「
和
食
型
食
生
活
」

「
楽
し
く
運
動
す
る
」「
早
寝
早
起

き
」
で
病
気
に
負
け
な
い
丈
夫
な

体
を
つ
く
る
と
共
に
規
則
正
し
い

生
活
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

数
値
の
変
化
は

体
が
く
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
月
か
ら
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
・
基
本
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま

す
。
健
康
の
確
認
と
生
活
習
慣
を

見
直
す
た
め
に
年
に
１
回
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

内臓脂肪減らして防ぐ

生 活 習 慣 病

2月は生活習慣病予防週間

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
肥
満
の
人
が
軽
症
で
あ
っ
て
も
「
高
血
圧
」「
高
脂
血
症
」「
糖
尿
病
」
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
を
２
つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態
を
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
と
い
い
ま
す
。
自
覚
症
状
は
な
く
、
病
気
に
ま
で
な
っ

て
い
な
く
て
も
こ
れ
ら
の
異
常
値
が
い
く
つ
か
重
な
る
と
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
循
環
器
疾
患
を

引
き
お
こ
し
、
突
然
死
や
後
遺
症
を
残
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。(

図)

■
問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
セ
ン
タ
ー
蕋
83
・
３
６
４
０

平成17年度　基本健康診査年代別 

10代 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 
以上 
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 

異常なし 要指導 要医療 
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公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
結
果172

259

施設数 

公営住宅 

１ 

社会福祉施設など 

学校 

集会施設 

０ 保育園 

400円 

０ 
０ 
２ 

市庁舎など 
その他 
合　計 

7

左記施設の分析結果 
アスベストが検 
出されなかった 
施設（不検出） 

アスベストの含 
有が確認された 

 

18
13
9
13
17
17 6

16

4
2
6

1

2

2

5

10

施設区分 

施設 
区　分 

吹付け材にアス 
ベストの使用が 
疑われ含有分析 
を行った施設数 

１Ｆトイレ天井、3Ｆ物置天井

階段裏

農 業 管 理 セ ン タ ー

１Ｆ倉庫各天井
3Ｆ大ホール、4Ｆ通路、地下機械室、

機械室天井
西校舎階段

排 水 処 理 場

ホワイエ天井、2Ｆトイレ前通路天井、　

大気の濃度測定＝0.5ｆ／リットル未満
　　　（検出されず）

あ き ば 荘
克 雪 管 理 セ ン タ ー
養 護 老 人 ホ ー ム

錦 鯉 の 里

市 役 所 庁 舎

測定結果施　設　名 使用場所

市 民 会 館

大会議室天井

１Ｆ正面玄関天井、市民ホール天井、階段裏、
大会議室天井、南側外部１Ｆ天井

１Ｆトイレ天井

サ ン プ ラ ザ

小 千 谷 中 学 校

3Ｆ（4Ｆ）トイレ前通路天井、大会議室前天井、
階段室裏・職員更衣室天井、大ホール客席後部壁

2Ｆ下水道課、会議室、仮眠室、
ミーティングルーム天井裏

吹き付け材にアスベストの含有が確認された施設

■調査実施数：259施設（中間報告時と同数）
■吹き付け材にアスベストの使用が疑われ含有分析を行った施設：16施設（中
間報告時と同数）
■吹き付け材にアスベストの含有が確認された施設：10施設
■具体的な施設名と使用場所、分析数値は下の表のとおりです。

公
共
施
設
の
吹
き
付
け
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が
疑
わ
れ
る
施
設
の
調
査
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
市
報
お
ぢ
や
11
月
25
日
号
で
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
分
析
中
の
施
設
に
つ
い
て
分
析
結
果
が
判
明
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。調 査 の 概 要

●大気測定の結果、屋内大気中にアスベストが検出された施設はあり
ませんでしたが、安全性確保のため対策を行います。

■問い合わせ／市民生活課　蕋83-3509



魚沼神社で文化財防災訓練
はしご車も出動
１月29日豸文化財を火災・震災などから守るための

防災訓練が土川の魚沼神社で行われました。
魚沼神社には国指定重要文化財の阿弥陀堂があり、

訓練では本番さながらに数多くの発煙筒がたかれ、消
防団、自主防災会や神社の氏子の人たちも参加したほ
か、はしご車からの放水もあり大規模な訓練ととなり
ました。
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塩谷で２年ぶりの塞の神仮設からも参加
塩谷で２年ぶりの塞の神が１月15日豸塩谷集落セン

ター前で行われました。
塩谷は昨年12月まで避難勧告が出ていたため、塞の

神行事はできる状況ではありませんでした。この日は自
宅に戻っている人のほか、応急仮設住宅にいる人たちも
2年分のしめ飾りや、子どもたちの書き初めなどを持っ
て集まりました。塞の神に点火されると、一瞬のうちに
燃え上がり、子どもたちの書き初めが天高く舞い上がり
ました。

「小千谷能」に併せ面や舞台写真を展示
１月22日豸中越大震災からの復興を祈願する観世流

能楽講演「小千谷能」が市民会館で行われ、これに併
せてホワイエで能で使われる珍しい面や能のさまざま
な場面を捉えた写真などが展示されました。
「小千谷能」は早くから人気を呼び、チケットが手

に入らなかった人も多く、せめてこの展示だけでも見
たいと足を運ぶ人もあり、特に講演の前後や幕あいに
は大勢の人たちで賑わいました。

まちの話題 RRUUPPOO && NNEEWWSS

無火災を祈って消防出初め式
無火災を祈って、新春恒例の消防出初め式が１月8

日豸行われました。この日は時折激しい雪となるはあ
いにくの天候でしたが消防団員消防署員約270人が参
加、消防関係車両38台が本町をパレードしました。
本町のアーケードには厳しい寒さにも関わらず、消

防車を見たいという子どもや家族の姿が見られました。
その後、サンプラザ駐車場から茶郷川への一斉放水

が行われました。
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市民かるた大会
１月29日豸新春恒例の市民かるた大会が市民会館

で開催されました。
伝統を誇るこの大会も昨年は中越大震災のために行

うことができず、2年ぶりの大会となりました。会場
は読み手の声に一瞬のうちに反応して畳みをたたく激
しい対戦や、小学生ののんびりとした対戦もあり、そ
れぞれが自分のレベルで百人一首の世界を楽しんでい
ました。

まちの話題 RRUUPPOO && NNEEWWSS

1月14日貍・15日豸の両日、日本初のプロバス
ケットボールｂｊリーグ公式戦「新潟アルビレッ
クスVS埼玉ブロンコス戦」が総合体育館で開催さ
れました。
当日は、本場NBA使用のスコアボードとオリジ

ナルコートが設営されたほか、チアリーダーズの
応援や光と音を使った演出なども行われ、市内外
から集まったたくさんのバスケットボールファン
を魅了しました。試合は両日とも地元「新潟アル
ビレックス」が勝利し、連勝を11に伸ばしました。
また、この試合は新潟アルビレックスのご厚意

により震災復興支援イベントとして開催され、市
内の小中学生を無料で招待していただきました。
試合前日の13日貊には中野社長をはじめ監督、

コーチ、選手が市役所に関市長を訪問、入場者か
ら寄せられた義援金とサイン入りボールを手渡し
ました。

片貝浅原神社で「百八灯」と「塞の神行事」
片貝町で1月15日豸小正月行事の「百八灯」「塞の

神」が行われました。会場の浅原神社の参道は大き
なろうそくの炎で彩られ、若者の木遣りと万歳の勇
ましい声が響きました。
塞の神の上段には、今年成人や厄年にあたる年の

会の灯ろうが並びました。塞の神に火がつけられる
と、炎が天高く昇り夜空を焦がしました。

新潟アルビレックス
小中学生を無料招待
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ス キ ー 競 技

世界大会・全国大会出場選手を紹介

この冬もスキー競技で小千谷の選手が活躍しています。世界大会・全国大会の出
場選手をご紹介します。
市民のみなさんの応援をよろしくお願いします。

●全国中学校スキー大会　（２月５日～　妙高市開催）
�小池翔子（東小千谷中学校・元中子）女子３㎞フリー
�瀧澤可奈子（小千谷中学校・城内３）女子３㎞フリー、女子３㎞クラシカル
�大窪和輝（南中学校・真人本村）男子５㎞フリー、男子５㎞クラシカル
�田中北人（小千谷中学校・桜町中）男子５㎞クラシカル
�三富達也（小千谷中学校・桜町上）男子大回転
�穂刈雄一（小千谷中学校・谷内）

スペシャルジャンプ、コンバインド　　
�宮崎敏也（小千谷中学校・藤田沢）

スペシャルジャンプ、コンバインド
�須貝麗（東小千谷中学校・木津町）女子大回転・回転
�須貝龍（東小千谷中学校・木津町）男子大回転

●全国高等学校スキー大会
（２月３日～　秋田県鹿角市開催）

�大矢智子（小千谷高校・川井本田）女子５㎞クラシカル
�瀧澤三咲子（十日町高校・城内３）女子10㎞フリー、女子リレー
�谷口健輔（小出高校・高畑）男子リレー
�新保優（八海高校・千谷）女子回転
�金子あゆみ（八海高校・上ノ山）

女子回転、女子大回転

●国民体育大会冬季大会スキー競技会
（２月19日～　群馬県片品村開催）

�関勇人（小千谷スキークラブ・船岡２）
成年男子Ａスペシャルジャンプ、コンバインド

�関慎介（東洋大学・城内４）成年男子Ａコンバインド　
�荻野純大（小千谷スキークラブ・旭町）

成年男子Ｂスペシャルジャンプ・コンバインド　
�新保優（八海高校・千谷）少年女子大回転

●アルペンジュニア世界選手権（３月３日～　カナダケベック市開催）
�金子あゆみ（八海高校・上ノ山）

全国高等学校スキー大会と国民体育大会に出
場の新保優選手

渡部教育長から激励を受ける全国中学校スキ
ー大会出場者
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ひき肉と豆腐の蒸し物
■材料（４人分）

鶏ひき肉200ｇ、木綿豆腐１丁、干ししいたけ４枚、しょ
うが汁１かけ分、卵１個、しょうゆ大さじ１、片栗粉大さ
じ１、水１カップ、みりん大さじ１、水溶き片栗粉適量、
万能ねぎ適量、ゴマ油大さじ１

■作り方
①ボウルにひき肉と豆腐・手で割った干ししいたけ・しょ
うが汁・卵・しょうゆ・片栗粉を合わせてよく混ぜる。

②フライパンにゴマ油を中火で熱し、①のタネを入れて蓋
をし蒸し焼きにする。香ばしい焼き色がついたらフライ
パンの周りから分量の水を注ぎ入れ、再び蓋をして弱め
の中火でじっくりと蒸し焼きにし皿に取り出す。

③残った焼き汁にしょうゆとみりん、水溶き片栗粉でソー
スを作る。

④②に③のソースをかけ、万能ねぎの小口切りを散らす。
■栄養価（1人分）
エネルギー140ｋｃａｌ、たんぱく質8.5ｇ、脂質7.4ｇ、塩分1.3ｇ

（ 調理：小千谷市食生活改善推進委員）

作ってね！　この料理

小千谷出身の科学者「広川晴軒
ひろかわせいけん

」
（1803～1884）

晴軒は江戸末期から明治初期にかけて活躍した人です。
佐藤雪山

せつざん

（小千谷出身の和算家）に和算・算学（算数・数
学）を学び、江戸に出て箕作阮甫

みつくりげんぽ

という科学者から天文や
窮理学
きゅうりがく

（物理学）などを学びました。その後に彼の業績で
最も評価された「三元素略説」という学説を著しました。
それによると、温（熱）・光・越素

えっ そ

（電気）を三元素とし
てすべての物理現象を説明できるというもので、さらにそ
の三元素は本質的には同一物であるとするものです。その
学説を著したと同じ時代、ヨーロッパでもエネルギー相関
説（例：光は電波の一種である）が唱導

しょうどう

されていましたが、
彼は独自にその学説を考え出したものと見られています。
小千谷出身の先人に、このような先覚者がいたと感心し

てしまいます。しかし、時代に先行し過ぎたためか、残念
ながら彼の業績が評価されたのは没後のことで、前述の三
元素略説の著述と明治３年に彼が集議院（当時の立法機関
名）に提出した改暦の建白書

けんぱくしょ

により、大正時代になってか
ら有名な平賀源内らとともに従五位が贈られたそうです。
現在、遺稿・地図・日記・測量具など138点の資料は県文

化財に指定されており市教育委員会で保管しています。
■小千谷市教育委員会
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乳幼児健診、予防接種の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
■番号札配布開始時間　午前中に開催の場合＝午前8時30分～、午後に開催の場合＝正午～

４カ月児健康診査

■日時／3月1日貉午後１時～１時
15分受付

■対象／平成17年10月生まれ
■持ち物／バスタオル､ 母子健康
手帳、替え用のオムツ

■その他／離乳食講習会を同時実施

10カ月児健康診査

■日時／3月2日貅午後１時～１時15分受付
■対象／平成17年4月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、替え用のオムツ
■その他／離乳食後期の講習会を同時実施

１歳６カ月児健康診査

■日時／3月8日貉午後1時～1時20分受付
■対象／平成16月8月生まれ
■持ち物／母子健康手帳　
■その他／歯科検診を同時に行いますので、歯をみ
がいて来てください。

２歳児歯科検診

■日時／3月9日貅午前9時～9時10分受付
■対象／平成16年2月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、お子さ
んのハブラシ

■その他／幼児食講習会と歯科衛生
士によるブラッシング指導があり
ます。
歯をみがいて来てください。

３歳児健康診査

■日時／3月15日貉午後１時～１時20分受付
■対象／平成15年2月生まれ
■持ち物／目と耳のアンケート、生活習慣アンケー
ト、母子健康手帳

■その他／尿検査、歯科検診も同時に行います。歯
をみがいて来てください。また会場で採尿しにく
いお子さんは、清潔な容器に尿を入れてお持ちく
ださい。

乳幼児の健康診査乳幼児の健康診査
会場は健康センターです

＊発熱など、普段と違う症状のあるお子さんは、翌
月の健診日においでください。

ＡＡグループミーティング

アルコール依存を正しく理解し、互いに話し合うこと
で断酒継続をしています。
■対象者／アルコール依存やお酒で体調をこわしている
方、家族、友人

■日時／毎週水曜日 午後7時30分～午後9時
■会場／健康センター

うぶごえ教室
■日時／3月16日貅　午前9時～12時
■対象／妊婦、一歳未満のこどもの母親など
■会場／健康センター
■内容／母乳育児と妊娠中、産後の過ご
し方などについて・料理実習、会食交
流会
■持ち物／母子健康手帳・エプロン、三
角布／お子さんの離乳食
■無料
■申込／3月13日豺まで。 お子さん、ご夫婦一緒でも参
加できます。

献血バスゆうあい号
みなさんのご協力をお願いします。
全血献血
■日時／3月29日貉午前9時30分～午後3時30分
■会場／日本ベアリング（株）

震災後、生活習慣の変化や生活再建で心身ともに
疲労が蓄積し、体調の変化がくる頃です。そこで、
医師による健康相談会を実施します。お気軽におい
でください。

■時間／午後7時30分～9時
■内容／医師による健康相談、血圧測定など
※健康手帳をお持ちの方は、当日ご持参ください。
■健康センター　蕋83-3640

地域健康相談（夜間）

池田敏明医師（池田内科医院）
3月10日貊 真人住民センター 藤巻幹夫医師（藤巻医院）

3月24日貊 勤労青少年ホーム

3月3日貊
会　場

吉谷トレーニングセンター

3月14日貂 健康センター 安藤秀夫医師（安藤眼科）
横森忠紘医師（小千谷総合病院）

健康相談・健康診査・検診
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3月の予定

健康相談

心の健康相談

心が沈みがち、元気が出ない 、眠れない、
アルコール依存､家庭内暴力などでお困りの方
の相談を精神科医師がお受けします。
■日時／3月20日豺　午後１時30分～3時
■会場／健康センター
■申込締切／3月17日貊

お年寄りの心の相談会

物忘れがひどい、やる気が
出ないなどでお困りの方やそ
の家族の相談を精神科医師が
無料でお受けします。
■日時／3月13日豺午後１時30分～3時30分
■会場／健康センター
■申込締切／3月10日貊

インフルエンザは予防が大切

■インフルエンザと普通の風邪はどう違うので　
すか？
インフルエンザと普通の風邪とは原因となるウイル
スの種類が違います。またインフルエンザは短期間の
うちに大きな流行となるのが特徴です。

■インフルエンザにかかるとどんな症状が出る
のでしょうか？
典型的な症状として、突然の発熱、悪寒がみられま
す。鼻水、鼻づまり、くしゃみ、咳、のどの痛みなど
普通の風邪症状のほかに、関節痛、筋肉痛といった、
いわゆるふしぶしの痛みが加わります。気管支炎や肺
炎などの合併症もまれにみうけられます。

■インフルエンザにかからないためにはどうし
たらよいですか？
●インフルエンザが流行してきたら、
人混みはさけましょう。特に高齢
者や慢性疾患を持っている人は人
混みや繁華街への外出を控えまし
ょう。
●疲れている時や睡眠不足の時に外出すると、インフ
ルエンザに非常に感染しやすくなります。インフル
エンザウイルスは湿気に弱いので、加湿器などで室
内の湿度を保ちましょう。
●日ごろからバランスのよい栄養をとることも大切で
す。また、外出時のマスクや帰宅時のうがい・手洗
いは、かぜの予防とあわせてお勧めします。

■ インフルエンザにかかったらどうしたらよい
ですか？
安静にして、休養をとりましょう。睡眠不足は一番
大敵ですから、睡眠を十分とることが大切です。乾燥
はインフルエンザが増えるのに適した条件です。部屋
の湿度を保ちましょう。また水分を十分補給しましょ
う。風邪だと軽く考えず早めに医療機関に受診して治
療を受けましょう。

問い合わせ・申し込みは
健康センターへ

蕋83-3640

ノロウィルスは感染性胃腸
炎の主な原因の一つです。ノ
ロウィルスは感染力が強く、
11月から３月にかけて発生
し、ときどき集団発生を引き
起こすこともありますので、家庭において
は日頃からの注意が必要です。

●健康管理と早めの受診
おう吐下痢などの症状がある場合は、

早めに受診しましょう。また脱水症状に
ならないように水分補給に努めましょう。
●手洗いは二次感染予防の基本

手洗いは二次感染を予防する基本で
す。ウィルスを手から落とすには、手を
こまめに洗うことが重要です。石けんと
流水で丁寧に洗いましょう。

■問い合わせ／健康センター　

ノロウィルスに
注意しましょう



児童手当2月期分（平成17年10月
～18年1月分）を、2月15日貉に受
給者指定の各金融機関口座に振り込
みます｡
児童手当を特例給付で受給されて
いる方で、厚生年金や共済組合など
の被用者年金に加入している事業所
を退職した方は、届出が必要です｡
届出が遅れると返納していただく場
合があります。
今まで国民年金に加入していて、
所得制限で受給できなかった方で
も、厚生年金や共済組合などの被用
者年金に加入したときは、特例給付
で受給できる場合があります｡この
ような方は市民生活課にお尋ねくだ
さい｡

お知らせ

22

小千谷市体育協会・小千谷市スポーツ少年団

医科学セミナー開催

子どもたちの発達・発育に応じた“適切な運動刺激”の与え方、
競技適齢などについて、もう一度学習し考えてみませんか。

■日時／2月22日貉 午後6時30分～9時
■場所／総合体育館　大会議室
■対象／学校・スポーツ団体の指導者、高校生　

以上のスポーツ愛好者など
■内容／
講議1「筋肉・骨格系の発育とスポーツ障害」

根元純一医師（根元整形外科医院）
講議2「呼吸・循環器系の発育・発達とスポーツ障害及び栄養」

根本忠医師（片貝医院）
講議3「競技適齢とタレント発掘」

星野利朗さん（小千谷市体育協会医科学委員長・小千谷西
高校教諭）

■参加費／無料
■問い合わせ／総合体育館内小千谷市体育協会事務局

蕋83-0077 ＦＡＸ83-0078

平成18年度社会教育関係団体の
登録申請受付を開始します。
市では社会教育の振興を図るた

め、社会教育関係団体の登録を行っ
ています。認定された団体に対して
はその活動を支援するために市民会
館などの施設料を減額しています。
認定を受けようとする団体は毎年

度申請の手続きが必要です。
■対象／活動の本拠地を小千谷市内
とする芸術・
芸能・文化な
どの非営利団
体で、その活
動が社会教育
など、広く社
会に貢献して
いると認められる団体
■申請方法／所定の申請書類に必要
事項を記入し、3月3日貊までに
社会教育課（市民会館内）へ提出
してください。（申請用紙は市民
会館にあります）
■通知／教育委員会の定める審査基
準によって決定し通知します。
■問い合わせ／社会教育課

小千谷市教育委
員会では、小・中
学校の産休、育休
や病休の代替に対
応するため教員の
資格を有する方を
募集しています。
■対象者／教員の資格を有し、市内
の学校に勤務（臨時）できる方
■提出書類／履歴書と免許状の写し
を学校教育課に持参ください。
■採用／登録していただいた方の中
から小・中学校の状況に応じ勤務
関係を確認させていただきます。

社会教育課　蕋82-9111

社会教育関係団体登録申請

市民生活課　蕋83-3509

児童手当を振り込みます

ボランティアグループ3月のおは
なし会の日程は次のとおりです。
■日時／
●3月7日、14日、28日（21日は休
み）（毎週火曜日）
午後3時30分～4時

●3月19日（第3日曜日）
午後2時～2時30分

■会場／図書館1階おはなしの部

学校教育課　蕋83-3519

代 替 教 員 を 募 集

市税等の納期限
■2月28日貂

■国民健康保険税（2月分）、

介護保険料（2月分）

図書館　蕋82-2724

３月おはなしの会
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小千谷市役所蕋83・3511豎
http://www.city.ojiya.niigata.jp/

問　題 表紙の小千谷
能で市内出身の西村さ
んが出演したのは何と
いう曲目だったでしょ
うか。
①羽衣　②高砂
③浮舟　（ヒントは裏表紙）
応募先 〒947－8501小千谷市役所総務

課広報広聴係あて（住所不要）
締　切 2月24日（当日消印有効）
1月号の答えは、③バイアスロンでし
た。抽選の結果次の方が当選しました。
高橋米庫さん、堀沢正行さん　
羽鳥和義さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

人口と世帯数（1月31日現在）

男 20,077人 △15 出生　27人

女 20,539人 △6 死亡　39人

合　計 40,616人 △21 転入　60人

世帯数 12,321世帯 1 転出　69人

事故発生状況（1月31日現在）

件　数

死　者

傷　者

消防本部出動状況（1月31日現在）

火　災

救　急

気象データ1月

平均気温

最高気温

最低気温

降水量月計

小千谷地域消防本部速報値

18年1月

7.1℃

ー8.9℃

271.0㎜

ー0.4℃

過去10年の平均

111件 117件

0件 3件

18年1月まで 17年1月まで

17人 22人

0人 0人

11件 16件

10.0℃

ー6.0℃

381.2㎜

1.1℃

18年1月まで 17年1月まで

Information くらし

今冬の防災についての注意
消防本部　蕋81－0119

屋根の雪下ろしや住宅の周りの除雪
屋根の雪下ろしや住宅の周りの除雪作
業時の救急事故が増えています。転落や
落雪による事故を防止するために、はし
ご固定の確認、家族への連絡、防寒対策
を行ってください。

非常口の確保
住宅の周りの雪壁が障害となり、火災
などの緊急時に避難ができないことのな
いよう、常に非常口を確保してください。

プロパンガス使用時の注意点
プロパンガス使用の家庭では、事故防止対策として次の点に注意
してください。
●屋根からの雪の落下によるガス配管の損傷に注意してください。
●除雪や屋根の雪下ろしなどにより燃焼器具の吸排気口がふさが
ると不完全燃焼を起こすおそれがありますので、作業の際は注
意してください。
●雪による重みでガスの設備が損傷し、ガス漏れを起こすことが
ありますので設備の上に積もった雪の除雪を行ってください。
ガス臭や設備の異常を感じたら、ただちに運転を止め販売店に
連絡し、設備の点検を受けてください。

石油器具は適正な取り扱いを
石油類の消費が大幅に増加することから、石油器具は適正に取り
扱い、特に灯油用ホームタンクからの注油の際は、閉め忘れによる
油流出事故に十分注意してください。

火の取り扱いに注意
暖房器具を使う機会が多くなりますので、火の取り扱いには注意
してください。
また、消防活動が迅速にできるように消防水利の除雪にご協力を
お願いします。

自
衛
官
募
集
案
内

防
衛
庁
で
は
３
月
・
４
月
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用
の
自
衛
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
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以
上
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平
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年
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月
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在
）

■
試
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日
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平
成
18
年
３
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■
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町
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９-
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山本山大橋から国道に出る丁字路手前の旭町地内にきてみました。道が
変わっただけで、ここはどこなのかなと思ってしまうほど景色の感じが変
わってしまいます。
道脇に立っているといろいろな車が通り過ぎますがトラックなどには他
県ナンバーが目立ちます。道路工事などで作業をされている人たちの会話
にも他県の方言らしい訛

なま

りを耳にすることもあり、地震以来小千谷で働い
ている方も多いのだなと実感します。
小千谷に少しでも滞在された人たちが帰られた時に小千谷を良い印象と
して話してもらえるように、私たちも頑張らねばと思いました。

（絵と文は西脇正久さん）

小 千 谷 を 描 く Ｎｏ２８９　旭町地内にて

平成18年2月10日発行　№824編集：小千谷市総務課 蕋0258（83）3506

〒947－8501 小千谷市城内２－７－5 薨0258（83）2789

この広報紙は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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き
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驚
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さ

れ
ま
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１
月
13
日
貊
に
は
災
害
救

助
法
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適
用
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
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も
大
変
な
冬
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
も
う
２
月
。
長
い

こ
の
冬
も
先
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
も
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さ
て
、
平
成
17
年
度
の
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
市
報
お
ぢ
や
が
市
の
部
広
報

紙
部
門
の
入
選
１
席
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
取
材
に
協
力
く
だ
さ
る
市
民
の

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
市
報
お
ぢ
や
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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表
　
紙

中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
願
す

る
観
世
流
能
楽
講
演
「
小
千
谷
能
」
が

１
月
22
日
豸
市
民
会
館
の
大
ホ
ー
ル
に

造
ら
れ
た
能
舞
台
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
市
内
東
栄
出
身
で
東
京

都
在
住
の
能
楽
師
西
村
高
夫
さ
ん
が

「
復
興
に
役
立
ち
た
い
」
と
企
画
し
、

市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
生
ま
れ
実

現
し
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
は
西
村

さ
ん
が
舞
っ
た
「
羽
衣
」
な
ど
、
能
の

醸
し
出
す
幽
玄
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま

し
た
。


